




Author(s)清水, 明; 浮穴, 学尚; 宮寺, 隆之










































































































































- 5 4 -
｢量子カオス :理論と実験の現状｣
【211滴水明,科学技術振興事業団 第4回 ｢量子効果等の物理現象｣シンポジウム (2000年12月
20-21日､津田ホール､東京)口頭発表｡
【22】それに対して､NFSのような通常の状態が持つ性質は､古典力学十古典電磁気学という狭
い意味の古典論では記述できなくても､それらを論理的に含む､チュ-リングの計算理論の
ようなもっと広い古典論 (一般に､"localobjectivetheory"と呼ばれる)では記述できてし
まう｡
【23](a)の部分の計算は､昨年の夏までにすませていたが､口頭発表しかしていなかったため､今
年の3月になって､ほぼ同じ内容の論文がプレプリントサーバーに載り､残念ながらこの部
分のpriorityは失ってしまった｡(b)-(d)の部分は､まだpriorityを保っているので､日本語
の速報[24]に続き､論文(A.UkenaandA.Shimizu)を執筆中である｡
【24]浮穴学尚､清水明,｢Shorのアルゴリズムに現れる異常な量子状態とその安定性｣,第6回
量子情報技術研究会資料 (電子情報通信学会,2002)211-214.
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